
病態の理解

理学療法士、言語聴覚士による
運動麻痺と歩行・高次脳機能障害とは

日 程 ： 7 / 2 8 運 動 麻 痺 と 歩 行
　 　 　 　 　 　 　 　 日 高 　 京 介
 8 / 4 高 次 脳 機 能 障 害 に つ い て  
 　 　 　 　 　 　 　 　 西 村 　 紀 子
　 　 　 　 　 　 　 1 8 : 3 0 ー 1 9 : 3 0

TEL：06－6310－1214

場所：リハビリLABみずき
吹田市朝日町３番206号
吹田さんくす３番館２階
参加費：無料（気軽に参加し　　　
てください）

運動⿇痺と歩⾏・⾼次脳機能障害など

ご⾃�・��・利⽤者�との

⽇常⽣活・コミュニケーションに

�っている�へ。

詳しくは裏⾯をご覧ください



Q1 運動麻痺・高次脳機能障害って何なんですか？

A1 脳血管障害などで脳を損傷し、「片方の手足が動かしにくい」
「勝手に腕が曲がる」「言葉がうまく出てこない」「注意力が散
漫になった」など、いままでに見られなかった症状が表れること

があります。これを運動麻痺・高次脳機能障害といいます。

Q2 病態を知ることでなにが変わるんですか？

A2 今回のイベントでは、病態を理解することで日常生活での注
意点やコミュニケーションを取りやすくする方法、またリハ

ビリの可能性などを伝えていきたいと思います。

こんなお悩みありませんか？

NPO法⼈Reジョブ⼤阪 
オンライン⾔語リハビリことばの天使

代表 ⾔語聴覚⼠ ⻄村 紀⼦

運動麻痺によって、思うように
身体が動かせなくなり、日常生
活を送る上で困ることがたくさ
んあります。そのため本セミナ
ーで病態を理解することで日常
生活を豊かにしてほしいです。

私の思い

上手く言葉が出てこない

物によくぶつかる

コミュニケーションの方法がわからない

計画的に行動出来ない

思い出せない、覚えれない

TEL:06-6310-1214     
公式ライン
インスタ

HP

予約なしでお気軽に来店して
ください。参加費は無料です

みなさま、ご利用者様とのコミ
ュニケーションにお困りではあ
りませんか？脳の病気やけがに
よる後遺症の一つである高次脳
機能障害がベースにあるかもし
れません。本セミナーでコミュ
ニケーションの方法を分かって

いただけると幸いです。

リハビリLabみずき
リーダー理学療法⼠ ⽇⾼ 京介


